
─ 168 ─

石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
小
倉
文
庫
の

海
外
神
社
史
料
に
つ
い
て山　

口　

公　

一

一
、
小
倉
文
庫
に
つ
い
て

　

二
〇
一
二
年
十
一
月
二
～
三
日
ま
で
、
石
川
県
金
沢
市
を
訪
れ

た
。
目
的
は
、
石
川
県
立
図
書
館
の
小
倉
文
庫
所
蔵
の
海
外
神
社

関
係
史
料
の
調
査
収
集
で
あ
る
。
文
庫
の
主
で
あ
る
小
倉
學
は
戦

前
、
國
學
院
大
學
文
学
部
を
出
た
後
、
神
祇
院
で
神
社
の
考
証
や

民
俗
文
化
の
調
査
に
従
事
し
た
。
敗
戦
後
、
金
沢
に
帰
郷
し
た
。

一
九
四
六
年
三
月
に
石
川
県
立
金
沢
第
二
高
女
に
着
任
、
日
本
文

学
史
を
講
義
す
る
一
方
で
民
俗
の
宝
庫
で
あ
る
能
登
を
行
脚
し
、

教
育
と
学
究
の
二
つ
の
道
を
歩
ん
だ
。
一
九
六
一
年
「
神
祇
信
仰

の
民
俗
学
的
研
究
」
で
文
学
博
士
号
を
取
得
し
、
国
立
石
川
高
専

開
学
に
あ
た
り
、
招
聘
さ
れ
、
助
教
授
、
教
授
、
名
誉
教
授
を
歴

任
し
た
人
物
で
あ
る
。
専
門
は
民
俗
学
、
能
登
の
郷
土
史
で
あ
る
。

多
く
の
成
果
を
残
し
、
二
〇
〇
三
年
五
月
に
死
去
し
た
。
享
年
九

一
才
で
あ
っ
た
。
小
倉
が
残
し
た
書
籍
・
史
料
は
死
後
、
遺
族
に

よ
っ
て
、
金
沢
県
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
小
倉
文
庫
が
設
け
ら

れ
た
。

二
、
海
外
神
社
史
料
の
概
要

　

小
倉
文
庫
の
中
に
、
神
社
民
俗
誌
研
究
の
一
環
と
し
て
集
め
ら

れ
た
史
料
と
し
て
、『
神
社
畧
誌
等
綴 

九 

沖
縄
・
樺
太
・
台
湾
・

朝
鮮　

其
他
ノ
部
』
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
公
開
と
な
っ
た
の

は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
六
日
付
で
あ
る
。
こ
の
綴
を
み
て
い

く
と
、
①
『
官
幣
小
社
波
上
宮
略
記
』（
一
九
三
八
年
四
月
、
同

社
務
所
発
行
）、
②
『
浮
島
神
社
（
一
に
長
壽
神
社
俗
に
御
伊
勢

様
）
御
造
営
趣
意
書
』（
一
九
四
一
年
十
一
月
、
奉
賛
会
会
長
當

間
重
剛
）
ほ
か
、
③
『
官
幣
大
社
樺
太
神
社
志
要
』（
一
九
三
六

年
八
月
、
同
社
務
所
編
）、
④
『
台
湾
神
社
略
誌
』（
一
九
四
二
年

二
月
三
版
、
同
社
務
所
編
）、
⑤
『
台
南
神
社
誌
』（
一
九
三
五
年

十
月
、
同
社
務
所
編
）、
⑥
『
官
幣
中
社
台
南
神
社
誌
概
要
』（
一

九
三
五
年
十
月
、
同
社
務
所
編
）、
⑦
『
朝
鮮
内
神
社
調　

附
録

朝
鮮
神
職
会
会
則
』（
一
九
二
九
年
七
月
、
朝
鮮
神
職
会
）、
⑧

『
国
幣
小
社
大
邱
神
社
御
由
緒
畧
記
』（
一
九
三
六
年
ヵ
、
同
社

務
所
編
）、
⑨
『
釜
山
府
国
幣
小
社
龍
頭
山
神
社
記
要
』（
一
九
三

八
年
ヵ
、
同
社
務
所
編
）、
⑩
『
京
城
神
社
由
緒
沿
革
記
』（
不
明
、
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同
社
務
所
編
）、
⑪
『
国
幣
小
社
光
州
神
社
概
要
』（
一
九
四
一
年

ヵ
、
同
社
務
所
編
）、
⑫
『
国
幣
小
社
平
壌
神
社
略
記
』（
一
九
三

六
年
ヵ
、
同
社
務
所
編
）、
⑬
『
百
済
の
旧
都
扶
余
古
蹟
名
勝
案

内
』（
一
九
三
七
年
一
二
月
、
財
団
法
人
扶
余
古
蹟
保
存
会
発
行
）、

⑭
『
北
京
神
社
の
御
創
建
』（［
海
外
神
社
資
料
第
一
輯
］
東
亞
民

族
文
化
協
会
、
一
九
四
〇
年
八
月
）
の
計
十
四
の
冊
子
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
ど
れ
も
海
外
神
社
の
沿
革
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
知

り
得
る
基
本
的
史
料
で
あ
る
。
日
本
国
内
に
お
い
て
、
こ
れ
だ
け

の
海
外
神
社
史
料
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
こ
と
も
稀
で
あ
る
が
、

海
外
神
社
を
研
究
の
対
象
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
お
そ
ら
く
こ

の
小
倉
文
庫
の
存
在
自
体
が
ま
だ
充
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。

三
、
海
外
神
社
史
料
─
存
在
の
謎
─

　

『
小
倉
學
編
著
・
論
考
・
執
筆
・
放
送
等
略
目
録
』（
二
〇
〇

二
年
四
月
現
在
）
を
調
べ
て
み
て
も
、
小
倉
自
身
が
海
外
神
社
研

究
を
手
が
け
た
形
跡
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
な
ぜ
小
倉
が
こ
う

し
た
海
外
神
社
資
料
を
保
持
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
石

川
に
戻
っ
た
戦
後
に
収
集
し
た
も
の
と
は
推
測
し
づ
ら
い
。
と
す

れ
ば
、
お
そ
ら
く
一
九
三
七
年
か
ら
四
四
年
に
至
る
間
、
内
務
省

神
社
局
、
神
祇
院
の
考
証
課
等
に
勤
務
し
、
そ
の
際
に
利
用
し
た

資
料
の
類
い
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
推
察
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、

同
時
期
に
直
接
海
外
神
社
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
一
九
三
〇
年
代
以
降
日
本
で
も
外
地
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

盛
ん
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
推
測
に
す
ぎ
ず
、
石
川

県
立
図
書
館
の
司
書
の
方
に
も
尋
ね
て
み
た
が
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
結
果
と
し
て
、
小
倉
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
、
沖
縄
・
樺

太
・
台
湾
・
朝
鮮
に
お
け
る
神
社
の
略
記
を
保
存
し
て
い
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、
私
は
今
日
の
海
外
神
社
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る

基
礎
的
な
史
料
の
所
在
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。


